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伝えたい事柄を明確に書く力の育成
－情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモの活用－

長期研修員 鈴木 裕実子

《研究の概要》

本研究は、書く過程における文章に表す前の思考の段階を、情報の収集・整理・交流の

プロセスとし、そのプロセスにおいてメモを活用して思考することにより、伝えたい事柄

を明確に書く力を育むことを目指したものである。収集・整理・交流のプロセスを意識的

に児童に踏ませるために｢あつめる｣｢まとめる｣｢たしかめる｣の三つのステップとした。メ

モによって児童の思考を可視化し、この三つのステップを踏むことで、目的や意図に応じ

た情報の取捨選択をする力や情報の関係性を理解して適切に繋げる力を育むこととなり、

伝えたい事柄を明確に書く力を高める上で有効であることを授業実践を通して明らかにし

た。
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Ⅰ 主題設定の理由

平成27年度全国学力・学習状況調査の結果等を受け、教育課程企画特別部会の論点整理では、国語

科において「伝えたい内容を明確にして表現したり、文章の内容や形式等を正確に理解したりするこ

と、課題を解決するために、必要な情報を収集し的確に整理・解釈したり、自分の考えをまとめたり

すること」の更なる充実が必要であるとされている。また、群馬県教育委員会による平成27年度全国

学力・学習状況調査結果分析資料においても、国と同様の課題が指摘されている。

これらは、所属校においても同様に課題である。加えて、質問紙調査での回答状況から、文章を書

くことに対して苦手意識が強く、国語に対する関心・意欲が他教科に比べて低いという実態も明らか

になった。

国語の授業の実際においては、学習指導要領の指導事項に応じた言語活動を取り上げ、報告文や意

見文など様々な文種を書くことについて指導を行ってきている。また児童も、形式を整えながら報告

文や意見文の体裁に仕上げることはできる。しかし、それが必ずしも分かりやすいと感じられない場

合がある。例えば、観察文では「芽が出て嬉しかったです｣｢どんな花が咲くのか楽しみです」といっ

た感想や心情が大部分を占める、新聞では事実を伝える記事の中に意見や感想が入り交じる、報告文

では単なるデータ結果の羅列に終始する、などである。これらの文章は、目的や意図に応じた情報に

過不足があったり、適切に整理されていなかったりし、構成の型に合わせて書かれていても読み手に

とって分かりにくい文章になっていると考えられる。つまり、伝えたい事柄や伝えなければならない

事柄が明確に書けていないためである。

４年生の児童に実態調査で「説明文や報告文など誰かに伝える文章を書く時に気をつけている事」

について自由記述の形でアンケートをとったところ、ほとんどの児童が「誤字脱字」や「句読点」､

「決められた文章の量」を挙げていた。一方で、「目的や意図に応じた情報を落とさないこと」や

「伝わりやすい順序」などについて意識していると挙げた児童は約３割であった。この事から、多く

の児童が文章を書く際に、読み手にとっての分かりやすさをあまり意識していないことは明らかであ

る。

そこで本研究では、書く過程における、文章を記述する前の書く内容について思考する段階に視点

を当てる。伝えたい事柄を明確に書くためには、実際の文章にする前のこの段階において、目的や意

図に応じた情報と情報の関係性についての思考を働かせることが重要であるからである。そのため、

この段階での思考の流れを情報の収集・整理・交流のプロセスとし、これを児童に意識的に踏ませる

ために「あつめる」「まとめる」「たしかめる」の三つのステップとした。このステップにおいてメ

モを活用する事で、実際の文章にする前の児童の思考を可視化し、明確に書くための思考の働かせ方

を身に付けさせる事ができると考えた。

以上のことから、情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモの活用によって、児童の伝えた

い事柄を明確に書く力を高めることができると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

小学校国語科における書くことの指導において、情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモ

の活用が、伝えたい事柄を明確に書く力を高めるために有効であることを、授業実践を通して明らか

にする。

Ⅲ 研究仮説（研究の見通し）

１ 情報を収集するステップ１「あつめる」

情報を収集する場面で、必要な情報についての視点を持ってメモ上で可視化することで、児童は目

的や意図に応じた適切な情報であるか、過不足がないかについて考えることができるであろう。
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２ 情報を整理するステップ２「まとめる」

情報を整理する場面で、記号や線で繋げたり伝える順序を考えたりすることで、児童はメモに収集

した情報の関係性を理解し、適切に関連付けることができるであろう。

３ 情報について交流するステップ３「たしかめる」

整理したメモを基に交流する場面で、メモに可視化した情報を音声で文章化することで、児童はよ

り明確に伝わるように文章を構築し、見直すことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(1) 伝えたい事柄を明確に書く力とは

伝えたい事柄には、必ず伝える相手が存在する。本研究では、その相手が理解しやすい文章、つ

まり、読み手にとって分かりやすく書かれている文章が、伝えたい事柄を明確に書くことが出来て

いる文章であると考える。分かりやすい文章には、目的や意図に応じた情報が過不足なく含まれて

いること、情報が適切に関係付けられていることという二つの要素がある。伝えたい事柄を文章に

していく過程で、この二つの要素について考えることが明確に書くためには重要である。

これを基に、本研究における伝えたい事柄を明確に書く力とは、「目的や意図に応じて必要な情

報を取捨選択し、その情報の適切な関係性を考えて文章に書く力」と定義する。

なお、表１は、学習指導要領解説国語編の指導事項及び言語活動例等を参考に、明確に書くため

に必要な要素の系統を指導時期ごとにまとめたものである。これらの要素は、各学年における限定

的なものではなく、成長に従って積み重ねられていくものと考える。

表１ 明確に書くための要素

(2) 情報の収集・整理・交流のプロセスとは

本研究では、実際の文章にする前に頭の中で、何を、どのように書こうかと思考する段階を情報

の収集・整理・交流のプロセスと定義する。

まず、情報の収集とは、目的や意図に応じて、何の情報がどのくらい必要かについて思考を働か

せながら情報を集める段階である。次に、情報の整理とは、収集した情報を目的や意図に応じて、

どのように繋げるかということについて思考を働かせ、情報の関係性を考えながら関連付けを行う

段階である。そして、情報の交流とは、整理した情報を基に音声で文章化し、本当に伝わるか、分
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かりやすいかと考えながら文章を見直す段階である。

これらのプロセスと文字に書き表すことを含めて、書くという言語活動であるが、実際の授業で

はあまり文字で文章を書く前の段階に指導の重点がおかれることはない。そこで、伝えたい事柄を

明確に書くためには、この情報の収集・整理・交流のプロセスにおいて文字に書き表す前に、明確

に書くための要素について考えることを指導する。

(3) メモの活用とは

メモの活用とは、情報の収集・整理・交流のプロセスにおいて、明確に書くための要素について

児童に意識させ思考させるためにメモを用いることである。

本研究においては、自由に記述できる一枚紙の上に書き出された情報や、書き出す行為そのもの

をメモと定義する。情報の収集・整理・交流のプロセスは、文章に書き表す前の目に見えない思考

の段階であるため、メモを用いることで、まだ文章が形作られる前の曖昧な頭の中に近い形で表現

することができる。それによって、児童に必要な情報の内容と量や関係性について考える場を保障

することになり、どのように考えているのかを児童自身も教師も認識することができる。

この情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモの活用を児童が自覚的に踏む事ができるよ

うに、プロセスに対応する形で「あつめる｣「まとめる」｢たしかめる」の三つのステップとする。

メモで可視化して三つのステップを踏むことで、児童は明確に書く要素について考えながら文章を

構築することができる。そして、この経験を重ねることによって、児童は、実際の文章にする前の

思考の働かせ方を身に付けることができると考える。

① 情報を収集するステップ１「あつめる」

「あつめる」では、課題設定から相手意識や目的意識を持たせた後に、その目的や意図に合う内

容や量を伴った情報を紙に書き出させる。

このステップでは、児童は、必要な情報の視点を持ってメモに単語や短文を書き出す。文章とし

て組み立てる前の単語や短文は、書き手の考えを表現しつつも相互の繋がりは弱いため、加除訂正

が容易にでき、構文力に左右されずに情報の内容と量に目を向けた言葉を集めることができる。

② 情報を整理するステップ２「まとめる」

「まとめる」では、メモに収集し

た情報について児童に記号や線で繋

げたり、伝える順序を考えさせたり

して関係性を理解させ、関連付けさ

せる。

ここでは、図１のように線で繋ぐ

・線で囲む・印を付ける・数字を付

ける、などのように記号化して整理

を行わせる。このような記号の意味

の持たせ方は、経験を重ねるに従っ

て、一般的な意味を踏まえた上で児

童が個々に自分の思考により合った

やり方に変化させていくものと考え

る。しかし、小学校段階では様々な

記号の持つ一般的な意味や整理の仕 図１ 「まとめる」ステップでの児童のメモ

方を知ることも必要である(次頁表２)。そこで、相互に見せ合わせたり、実物投影機などを活用し

たりして、目的に合うように整理している児童のメモを全体で共有する。このことにより、児童は

情報の関係性を考えながら整理の仕方を習熟させていくこともできる。

なお、児童が情報の関係性を正しく理解した上で適切に関連付けられるように、教師は、言葉の

まとめ方や繋ぎ方等について、上位概念や下位概念などの関係性や文章構成の仕方など、発達の段

階に応じた身に付けさせたい指導事項を押さえる必要がある。
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③ メモを基に交流するステップ３「たしかめる」

「たしかめる」では、整理したメモを基 表２ 整理の仕方の例

に音声で文章化させ、文章を見直させる。

児童は「あつめる」と「まとめる」ステ

ップにおいて明確に書く要素についての思

考を働かせて情報を整理し、文章のイメー

ジは持っている。そこで、児童自身がメモ

を見ながら音声で文章にすることで、分か

りやすい文章になるかどうか見直すことが

できる。文字で文章に書き表す前に確かめ

させることが、他者への分かりやすさにつ

いて認識させることに繋がるのである。ま

た、音声で文章にした方が書き表すよりも

短い時間で表現することができ、やり直す

ことも容易であるという利点がある。さら

には、他者が音声にして表現したものを聞

いて自分の表現と比較することが可能にな

り、分かりやすさについての理解も深める

ことができる。

２ 研究構想図
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ま
と
め

３ 単元での取り扱い

情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモの活用は、表３のように１単位時間扱いの授業内

においても、また表４のように複数時間扱いの単元においても取り入れることが可能である。

表３ １単位時間扱いの授業におけるメモを活用した授業プラン

時 過 ○主な学習活動 学習課題 ◇指導上の留意点及び支援 関 書 言

間 程 評価規準 ( ） 評価の方法 反転文字メモの機能

課 ○本時の課題を理解する。 ○ ○ ○

題 ◇「何を」「誰に」「どのように」伝えるのかといった目的意識・相手意識を明確に持た

把 せる。

握 ～が～に伝わるように、分かりやすく～しよう

ステップ１ あつめる

○情報をメモに書き出す。

◇目的や意図に沿った内容や量であるかを視点として集めさせる。

◇情報は操作性を上げるために、単語や短文の形で書かせる。

○友達同士で、メモを見せ合い交流する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

情報の内容と量についての思考

ステップ２ まとめる

課 ○メモの情報を関連付ける。

1 題 ◇内容のまとまりや上位・下位概念、時系列など情報の関係性に応じて線で繋いだり囲ん

追 だりして関連付けをさせる。

究 ○読み手の分かりやすさを意識して、伝える順序を考える。

◇ここでの指導事項を明確にし、児童と共有する。

○友達同士で、メモを見せ合い交流する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

情報の関係性の理解・適切な関連付け

ステップ３ たしかめる

○メモを基に音声で文章にして友達と伝え合い、分かりやすさについて評価する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

◇自分が頭の中で考えていた文章を、メモを基に音声で実際に文章化して見直すという意

識を持たせる。

文章の構築・見直し

○メモを基に、文章を書く。

整理したメモや音声にした文章を基に、伝えたい事柄を明確に書いている。

（メモ、書いた文章）

○本時のまとめと振り返りをする。

表４ 複数時間扱いの授業におけるメモを活用した授業プラン

時 過 ○主な学習活動 学習課題 ◇指導上の留意点及び支援 関 書 言

間 程 評価規準 ( ） 評価の方法 反転文字メモの機能

○本単元の学習課題を知る。 ○
課 ～ための学習計画を立てよう

1 題 ○学習計画を立て、学習の見通しと自分のめあてを持つ。
把 ◇「誰に」「何のために」伝えるのかといった目的意識・相手意識を持てるようにする。

握 学習課題の解決に向けて自分のめあてをもち、振り返りを書いている。（ノート）

ステップ１ あつめる ※取り扱い時間は一例 ○ ○

～を～に～するために必要なことをさがそう

2 ○～を～に～するために必要だと思う情報を書き出す。
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○個々で考えた後でグループで話し合い、必要な情報について考えさせる。

○グループで出た考えを全体で整理して共有する。

◇確認する中で、既習事項も含めた言語知識を確認する。

伝えたい事柄の中の目的や意図に応じた着眼点を考えることができている。
（ノート、発言）

自分の伝えたい事柄を伝えるために、必要な情報を集めよう ○ ○

○情報をメモに書き出す。

◇目的や意図に沿った内容や量であるかを視点として集めさせる。

3 ◇情報は操作性を上げるために、単語や短文の形で書かせる。

○友達同士で、メモを見せ合い交流する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

情報の内容と量についての思考

メモに、目的や意図に応じた内容と量の情報を書き出している。（メモ）

ステップ２ まとめる ※取り扱い時間は一例 ○ ○

分かりやすく書くために、内容のまとまりや順序を考えて情報を整理しよう

課
○メモした情報を線や記号で繋いだり、伝える順序を考えるなどして関連付ける。

題
◇ここでの指導事項を明確にし、児童と共有する。

4
追
◇適切に関連付けたり、見やすく整理している児童のメモを全体で共有する。

究
○友達同士で、メモを見せ合い交流する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

情報の関係性の理解・適切な関連付け

線で繋いだり順番をつけるなどして、メモの情報の関係性を考えて適切に関連付け
をしている。（メモ）

ステップ３ たしかめる ※取り扱い時間は一例 ○ ○

メモを基に伝え合って、分かりやすさを確かめて原稿用紙に書こう

○メモを基に音声で文章にして友達と伝え合い、分かりやすさについて評価する。

○交流を基にメモを見直し、必要に応じて加除訂正する。

5
◇自分が頭の中で考えていた文章を、メモを基に音声で実際に文章化して見直すという意識を

持たせる。

文章の構築・見直し

○メモを基に、文章を書く。

◇身に付けさせたい言語知識を意識できるように、再度確認をする。

メモを基に音声で文章化したり友達からの評価を受けたりして、分かりやすさを意

識して文章に書いている。（観察、メモ、書いた文章）

メモを基に文章を書き上げて、完成させよう ○ ○

○書き終えてない部分について、メモを基に文章を書く。
6

◇身に付けさせたい言語知識を意識できるように、再度確認をする。

メモを基に目的や意図に応じた、明確な文章を書いている。（書いた文章）

書いた文章を読み合い、友達の書き方の良さや工夫を見つけよう ○ ○

ま
○グループで文章を読み合い、相互評価をする。

7 と ○本単元で学習したことを振り返り、まとめる。

め
本単元でメモの活用を通して学習した、分かりやすく書くために必要なことを理解

して、評価したり振り返ったりしている。（ノート・発言）
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 授業実践の概要

検証のための授業実践にあたり、まず所属校の４年生の児童に実態調

査を行った。実態調査の内容は以下のとおりである。

図２のイラストを児童に提示し、「イラストの腕時計を絵を見ていな

い人に文章で説明する」という活動を設定した。その際に、必要と考え

る情報を書き出して整理するスペースを与え、メモを活用した後に文章

化させた。その結果、書き上げた文章に情報の不足や誤りがあったり、

情報を伝える順序が分かりにくいものであるなど、明確に書く要素につ

いての課題が多く見られた。また、文章を考えるためにメモを十分に活

用できていない実態が見られた。 図２ 実態調査イラスト

実態調査の結果を踏まえ、同学年において７月に１単位時間の授業と10月に書くことの単元におい

て７時間予定の授業実践を行った。７月の授業では、写真に写っている夏の風景を、リポーターにな

って報告するための文章を書くという言語活動を設定した。10月の授業では、自分が所属しているク

ラブ活動を３年生に紹介する文章を書くという言語活動を設定し、授業実践を行った。

２ 検証計画

検証項目 検証の観点 検証の方法

〔見通し１〕 情報を収集する場面で、必要な情報についての視点を持 ・メモの記述

情報を収集する ってメモ上で可視化させたことは、目的や意図に応じた適 ・「あつめる」活動の

ステップ１ 切な情報であるか、過不足がないかについて考えさせるこ 児童の取組の様子

｢あつめる｣ とに有効であったか。 ・振り返りの記述

〔見通し２〕 情報を整理する場面で、記号や線で繋げたり、伝える順 ・メモの記述

情報を整理する 序を考えさせたりしたことは、メモに収集した情報の関係 ・「まとめる」活動の

ステップ２ 性を理解し、適切に関連付けることに有効であったか。 児童の取組の様子

「まとめる」 ・振り返りの記述

〔見通し３〕 整理したメモを基に交流する場面で、音声で文章化した ・振り返りの記述

メモを基に交流する ことは、文章を構築し分かりやすさを意識して見直すこと ・「たしかめる」活動の

ステップ３ に有効であったか。 児童の取組の様子

｢たしかめる｣ ・書いた文章の内容

３ 抽出児童

書くことに対して、何を書いたら良いか分からない、長い文章が書けないなど

のように、苦手意識を持っている。実態調査では、メモに収集した情報の量も少

なく、書いた文章も「～を説明する」という目的に合致していなかった。三つの

ステップでメモを活用することで、伝えたい事柄の中から目的や意図に応じた内

容や量の情報を取り出し、関係性を考えるという視点について着目させ、文章を

構築する力を高めたい。

実態調査では、メモした情報をそのまま文章にしていたため、必要性が低い情

報が含まれていたり、伝える順序も整理されておらず、読み手にとって分かりに

くい文章となっていた。メモを活用して、指導事項を確認したり友達と比較させ

たりして取り出した情報が目的や意図に応じたものであるかや、情報の関係性を

考えさせ、適切に関連付けて書く力を高めたい。

４ 指導計画 ※資料編に掲載

Ａ

Ｂ
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 情報を収集するステップ１「あつめる」

(1) クラス全体の様子

実態調査のイラストについて説明する文章では、読み手がその物を頭の中でイメージできるよう

に、色や形などの視覚的な情報を必要とするが、児童のメモには「とても軽い」「正確な時間が分

かる」などの必要性の低い情報の取り出しも多く見られた。また、情報を収集することができず、

書いた文章も一文のみという児童も見られた。

一方、７月の授業実践では、児童が収集した

情報の９割近くが「風景のよさを報告する」と

いう目的や意図に合った情報を取り出しており

10月の授業実践では全員が「クラブ活動を紹介

する」「クラブ活動について３年生に一番伝え

たいこと」という目的や意図に応じた情報を取

り出している(図３)。これは、児童がメモしな

がら「風景の良さを伝えるには、どんな情報が

必要か」「３年生にクラブ活動について自分が 図３ 目的や意図に応じた情報を収集できた児童

一番紹介したいことを伝えるためには、どんな

情報が必要か」「これで十分に伝わるか」とい

うように、目的や意図に応じた情報の内容と量

という視点を持って情報を取り出したためと考

えられる。

さらに、個々にメモした後に、メモを他の児

童と見せ合い確認し合わせたところ、どちらの

実践においても約７割の児童が情報の追加を行

った(図４)。これは、メモによって情報が可視

化され、その内容と量について他者と比較する

ことで情報の過不足について再考し、不足に気 図４ 「あつめる」ステップにおける情報の加除訂正

付いた児童が多かったためと考えられる。余分な情報と考えて削除する児童がいなかったのは、多

くの児童が目的や意図に合った情報の取り出しを行えるようになってきたためと考える。

以上のことから、必要な情報についての視点を持たせ、メモ上で可視化させたことは、児童に目

的や意図に応じた適切な情報であるかや情報の過不足について考えさせる上で有効であったと考え

られる。

(2) 抽出児童の様子

抽出児Ａは、５月の実態調査においては「軽いです」「時間が分かります」といったイラストの

説明としては必要性の低い情報や「数字が書いてあります」「１～12まであります」といったイラ

ストにない誤った情報もメモしている。しかし、次頁図５のように、７月の写真の風景を報告する

ためのメモでは、見えている物の名前だけでなく、音や規模の情報を入れることで臨場感を出し、

風景のよさを伝えようとしている。さらに、友達と確認し合った後に誤った情報の訂正も見られる。

10月の実践では、アンケートで３年生が最も多く知りたいと答えていたクラブ活動への取り組み方

を一番伝えたいことと考え、友達とメモを確認し合った後に点線部分の情報を付け足している。ま

た、７月の実践では情報を縦に繋げて書き出しているが、10月には情報と情報の間を空けて余裕を

持たせるなどの表現の仕方の変化も見られる。これは、７月に三つのステップを踏んでメモを活用

することを経験したことで、収集の段階でどのように書き出すと、次のステップで整理しやすいか

を意識したためと考えられる。

一方、抽出児Ｂは、個々で情報を書き出す段階では、なかなか情報を書き出すことができず、戸

（％）
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惑っている姿が見られた。しかし、他の児童

とメモを見せ合う中で「ああ、そういうこと

か」と呟きながら情報を追加した。抽出児Ｂ

は、メモで情報が可視化され、自分と他者を

比較することで、どんな情報があると良いの

かという目的や意図に応じた情報の内容につ

いて理解することができたと思われる。その

結果、７月、10月ともに必要性の低い情報や

誤った情報などが含まれることはなく、７月

は風景のよさを伝えるために形容詞を多く付

け足す姿も見られた。記述の仕方については

７月は後から思いついた情報を下段に付け足 図５ 抽出児童Ａのメモの変化

したが、10月は情報と情報の間にゆとりを持

たせてメモし、紹介するクラブの活動内容に

ついて自分が目を付けた点に小見出しを付け

るなど経験を積むごとに表現の仕方を工夫し

ている様子が見られる(図６)。

このことから、抽出児童においても、目的

や意図に応じた情報の内容や量を考えて収集

するという視点を持たせて、メモに可視化し

たことが有効であったと考えられる。

２ 情報を整理するステップ２「まとめる」

(1) クラス全体の様子 図６ 抽出児童Ｂのメモの変化

実態調査では、６割以上の児童は書き出した情報をそのまま文章にし、関係性を考えて文章にし

ていた児童は４割に満たなかった。その結果、情報量が多い児童でも音声で文章にして伝えさせて

みると、イラストに描かれた物が腕時計であるということを相手が理解するまでに時間がかかって

いた。

しかし、７月、10月の実践では、多くの児

童が色という上位概念を赤や青などの下位概

念と繋いだり、活動時間や場所、行っている

ことなどは活動内容という言葉のまとまりに

したりしていた。また、自分の考えの後に理

由や事例を挙げたり、伝えたいことの中心か

ら詳しくする言葉を付け足していくなどの、

情報の関係性を踏まえた関連付けが見られる

児童が、７月の実践では６割未満だったもの

が、10月の実践では約８割を越えた(図７)。 図７ メモに収集した情報を適切に関連付けた児童

このことから、情報を線や記号で繋いだり順番を付けたりすることで、児童は情報の関係性につ

いて思考を働かせることができたと考えられる。７月よりも10月の実践の方が割合的に高くなって

いるのは、メモで情報を整理しながら、既習の言語事項や単元の指導事項を全体でも確認し、友達

とも見せ合いながら確認したため、メモを活用する回数が増えるほど情報の関係性を理解できた児

童が増えたためと考える。

また、個々に整理したり友達とメモを確認し合った結果、このステップにおいても多くの児童が

文章化する際の情報の加除訂正を行っている。「あつめる」ステップでは主に情報の追加であった

が、このステップにおいては、削除や訂正なども見られた。これは、関連付けることで情報が繋が

(％)
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って文章のイメージとなり、情報の過不足や誤りに気付

いたためと考えられる(図８)。

さらに、「まとめる」ステップ後の児童の振り返りで

も「内容のまとまりごとに整理したら『楽しい』という

自分の考えの理由がないことに気付いた｣｢伝える順序が

変わると分かりやすさが全然違うことが分かった｣｢線で

繋いだり順番を考えたら、頭の中で文になってきた」な

ど関係性を理解し関連付けしたことがうかがえる記述が

８割以上の児童に見られた。

これらのことから、情報を整理する場面で、記号や線

で繋げたり伝える順序を考えたりすることは、メモに収

集した情報の関係性を理解し、適切に関連付ける上で有 図８ 「まとめる」ステップにおける情報の

効であると考えられる。 加除訂正（10月実践）

(2) 抽出児童の様子

抽出児Ａは７月の実践では、一部の情報の

関連付けしか行っていない。これは、抽出児

Ａがメモした情報の関係性の理解が不十分で

あったためと考えられる。情報がバラバラの

ままでは、伝える順序を考えることも難しい

ため、順番を付けることもできていない。し

かし、10月の実践では、離れた情報を関連付

ける際に線で繋ぐなど記号を使う工夫が見ら

れ、伝える順序についても考えられた。また

友達と見せ合って確認した後に、詳しい情報

の追加も行った(図９)。これは、他の児童の 図９ 抽出児童Ａの整理の様子

整理の仕方を知ったり友達から助言してもら

ったりすることで、情報の関係性を理解して

関連付けることができたためと考えられる。

一方、抽出児Ｂは、７月の授業実践では図

10のように全てを線で繋いで関連付けた。は

じめは、鉛筆の実線で繋いでいたが、線が増

えるに従って見づらくなることに気付き、最

終的に色分けをして線を引き、区別しやすく

した。さらに、関連付けたあとに状況が正確

に伝わらないと思われる具体的ではない情報

を削除し、数量を表す情報を追加している。 図10 抽出児童Ｂの整理の様子

また、10月の実践では線を繋げて関連付けることはせずに線で囲んでいる。これは、情報を収集す

る段階で、まとまりを意識して情報を近くに寄せていたためである。抽出児Ｂは、メモを活用して

思考する経験を積む中で、情報を収集する段階から情報の関係性を意識し、自分なりに整理しやす

いように記述の仕方を考えられるようになったと考えられる。10月の授業実践では、関連付けた結

果、メモがクラブの活動内容の説明に終始していることに気付き、そのクラブに入った動機とその

成果の情報を追加している。

以上の様子から、メモに収集した情報を記号や線で繋げたり、分かりやすく伝える順序を考えた

りさせたことは、抽出児童においても情報の関係性を理解し、適切に関連付ける上で有効であった

と考えられる。
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３ 情報について交流するステップ３「たしかめる」

(1) クラス全体の様子

① 文章の構築

メモを基に音声で文章化し伝え合った後の児童の振り

返りでは「声で伝えてみたら書くことがはっきりした」

「伝えている時に、おかしな部分に気付いた」といった

記述が見られた。これは「あつめる｣｢まとめる」のステ

ップを通して文章のイメージが形づくられるとともに、

音声にして伝えようとする中で分かりやすい文章を構築

しようという意識が現れたと捉えることができる。さら

に「○○さんが分かりにくいと言ったので、順番を変え
図11 「たしかめる」ステップの様子

た｣｢○○君が同じことを繰り返してるよ、と教えてくれ

て気付いた」などの友達からの評価や指摘によって文章

を再考したと記述している児童も見られた。授業後のア

ンケートでも「メモを基に友達と伝え合ったことは文章

を書くことに役立ったか」という質問に対して、８割の

児童が「とても役に立った｣｢役に立った」と回答してい

る。これらのことから、音声にして文章化することは、

児童が文章を構築する上で有効であったと考えられる。

なお「たしかめる」ステップにおいても図12のような

情報の加除訂正が見られたが、７月、10月ともに約半数 図12 「たしかめる」ステップでの情報の

の児童については記述の変化がなかった。加除訂正をし 加除訂正（10月実践）

ない児童の割合が他のステップより増えた理由は「あつめる」と「まとめる」ステップにおいて、

目的や意図に応じた情報の過不足や適切な関係性について十分に思考することができためと考えら

れる。しかし、音声にして文章化することで気付くことができた児童もいることから、文章の明確

さをより高める上でも｢たしかめる｣ステップは有効であると考える。

② 正しい構文や段落意識

｢たしかめる｣ステップを経て児童が書いた文章の構文

面に目を向けると、図13に示したように、主語・述語の

ねじれがなく、正しく書けている児童の割合が高くなっ

ている。これは、音声で文章化することで、頭の中で形

作った文章の分かりやすさについて見直した結果と考え

られる。一文が長くなり過ぎると、主語・述語の欠如や

ねじれが起きやすい。しかし、音声で他者に分かりやす

く伝えようとすると、簡潔さや主語・述語をより意識す

ることになるため、多くの児童の文章が正しい構文で文

章化することができたと考えられる。 図13 正しい構文で書いている児童

10月の授業実践では、全ての児童が内容のまとまりごとに段落を分けて文章を書いていた。これ

は「たしかめる」ステップで音声で文章化する際に、整理したメモを基に伝えることで、内容のま

とまりについても再認識できたためと考えられる。

(2) 抽出児童の様子

抽出児Ａは、７月の授業実践では「まとめる」ステップでうまくメモの情報を関係付けたり、伝

える順序を考えられなかったりしたために、文章を頭の中で組み立てることができなかった。「た

しかめる」ステップにおいても教師の支援を受けながら友達に伝えた。そのため、授業の振り返り

にも｢友達に話すのが難しかった｣と書いている。しかし10月の授業実践では｢まとめる｣ステップで

自分なりにメモの情報を関係付けて内容のまとまりを考えたり、伝える順序を考えたりすることが

(％)
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できたために「たしかめる」ステップでも教師の支援なくメモを基にして音声で文章化することが

できた。振り返りにも「友達と確認することができた」と書き、授業後に「次の時間には文を書く

んだね」と発言するなど、実際の文章にすることを楽しみにしている様子が見られた。

抽出児Ｂは、10月の授業実践では「まとめる」ステップの段階で、文章化のイメージが明確に持

てたようで「もう今すぐにでも書ける」と自信を見せていた。しかし、交流した友達からクラブ活

動特有の言葉について質問され「３年生も分からないだろうから、説明した方がいい」とアドバイ

スを受けて、メモに情報の追加を行った。抽出児Ｂは、この日の振り返りに「自分が難しい言葉を

使っていることが声に出してみたら分かった」と書いている。また、抽出児Ａ・Ｂともに構文面で

の向上が見られ、段落を意識して実際の文章に書くことができた。

これらのことから、抽出児童においても、メモを基に音声で文章化したことは有効であったと考

えられる。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 文章を書く前段階の、情報を収集・整理・交流するプロセスにおいてメモを活用することで、

児童は、目的や意図に応じた情報の内容や量について考え、情報の関係性を理解し適切に関連付

けて文章を構築することができた。その結果、必要な情報を適切に取捨選択する力と情報の関係

性を理解して適切に繋げる力がつき、児童の明確に書く力が高まった。

○ 実際の文章に書き表す前にメモを基に音声で文章化してみることは、分かりやすく伝えること

への意識を高めた。そのことから、｢書くこと｣の単元だけでなく｢話すこと・聞くこと｣の単元と

関連させた指導においてもメモの活用は有効であると考えられる。

２ 課題

○ 必要な情報を適切に取捨選択したり関連付けたりする力は、様々な目的に応じてメモの活用を

繰り返し経験することで身に付けられると考えられる。よって、各学年の明確に書く要素を踏ま

え、情報の収集・整理・交流のプロセスにおけるメモの活用を継続して指導していく必要がある。
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